
石狩市浜益区の皆様へ
脱炭素化事業提案書
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実現可能な再生可能エネルギーによる脱炭素化プラン

地域再エネ資源活用プラン（バイオマス熱電併給発電）

１．地域未利用材利用（地産地消）

・民有林、国有林、市有林（石狩市森林組合、地域林業事業者）

２．バイオマス燃料製造施設

・未利用木材ストックヤード整備（浜益区内）

・破砕設備（チップ化）

３．バイオマス利用設備

・バイオマス熱電併給施設の発電利用（約45kwh）

・バイオマス熱電併給施設の熱利用（温水）による暖房利用（冬季）

４．バイオマス熱電併給施設の設置場所

・指定避難所

・公共施設

・指定された施設



１．地域未利用材利用
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燃料輸送



低圧バイオマス発電施設イメージ

コンテナタイプ
40フィートコンテナ2台
発電設備+燃料供給保管
移動が簡単にできる
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調達・加工・物流・運用システム（案）

燃料木材保管（保管ヤード）
燃料加工工場（チップ・乾燥）

地域資源
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バイオマス発電施設設置計画（案）

50kw（低圧）発電設備

40フィートコンテナ2台分のスペース

地面に設置し、電線に接続するだけの工事

平常時：FITにて販売

非常時：避難施設用非常電源として利用

※設置運用後、地域マイクログリットの検討

・浜益区内災害時避難施設場所への設置

設置数 ：12基

設備容量：50kw×12基＝600kw

発電量 ：最大4,752,000kw/年間（330日稼働）

利用率 ：91.78％

燃 料 ：1基 640ｔ/年間（含水50%）

燃 料 ：最大7,680ｔ/年間（12基）

地区名 人口 世帯数 設置数

柏木地区 196名 109世帯 ２基

川下地区 237名 141世帯 ２基

群別地区 110名 73世帯 １基

浜益地区 216名 144世帯 ４基

毘砂別地区 71名 45世帯 １基

幌地区 135名 89世帯 １基

実田地区 103名 58世帯 １基

7地区合計 1,068名 659世帯 １２基

石狩市令和4年12月データ



浜益区内設置予定場所一覧（案）

№ 避難場所名・その他施設 所在地 地区 設置 可・不可

1 幌会館 石狩市浜益区幌21-2 幌地区 設置 可

２ 浜益スポーツセンター 石狩市浜益区群別1-41 群別地区 設置 可

３ 浜益コミュニティセンターきらり 石狩市浜益区浜益630-1 浜益地区 設置 可

4 浜益小学校 石狩市浜益区柏木1-17 柏木地区 設置 可

5 摺鉢山会館 石狩市浜益区柏木279-1 柏木地区 設置 可

6 石狩市浜益保養センター 石狩市浜益区実田254-4 実田地区 設置 可

7 実田会館 石狩市浜益区実田129-2 実田地区 設置 可

8 毘砂別会館 石狩市浜益区毘砂別35-4 毘砂別地区 設置 可

9 送毛会館 石狩市浜益区送毛37-3 毘砂別地区 設置 可

10 高齢者生活福祉センター 石狩市浜益区浜益2番地4 浜益地区 設置 可

11 ふくしの里 石狩市浜益区浜益2-3 浜益地区 設置 可

12 旧適沢コミュニティセンター 石狩市浜益区浜益 77 番地 2 浜益地区 設置 可

13 はまます保育園（跡地利用） 石狩市浜益区川下392 川下地区 設置 可



再エネ電源運用イメージ

マイクログリッドとは、平常時には再生可能エネルギーを
効率よく利用し、非常時には送配電ネットワークから独立
し、エリア内でエネルギーの自給自足を行う送配電の仕組
みです。



再生可能エネルギー導入のメリット・デメリット

「メリット」

・永続的に利用できる

再生可能エネルギーは、バイオマス、太陽光や風力、地熱といった自然の力を資源として活用します。化石燃料と違って枯渇

せず、資源を確保しやすいという特徴があります。再生可能エネルギーによって国内で安定的な電力を確保できれば、世界情勢

によって電力がひっ迫するような事態を防ぐことが期待できます。

・SO2やNOxを排出しない

再生可能エネルギーで抑制できるのは、CO2だけでなく、SO2（二酸化硫黄）やNox（窒素酸化物）といった酸性雨の原因とな

る物質の抑制にもなります。再生可能エネルギーはSO2やNOxを排出しないため酸性雨の防止にもつながるのです。

「デメリット」

・発電コストが高い

再生可能エネルギーの多くは火力や水力発電と違って大規模な運用が難しく、価格が高くなりやすい傾向があります。

・エネルギー変換効率が悪い

水力発電、バイオマス発電をのぞく再生可能エネルギーは、発電効率が悪いというのも課題のひとつです。風力25％・太陽光10％

・天候により影響される

天候に左右されやすいという側面もあります。太陽光や風力発電がその代表ですが、曇りや雨の日、風が吹かない日が続くと安

定して発電できないというデメリットがあります。



参考事例
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